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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は河川計画とくに治水計画の策定に際し, 重要な要素となる確率洪水推定上の諸問題について
行なった研究の成果をとりまとめたもので, 6 茸よりなっている｡





えた｡ その結果, 水文量系列について定常性 ･正規性を吟味することなく直接コレログラムを求めると,
事象の純偶発性について疑問の持たれるものも少なくないが, 水文量の対数変換系列を求めて吟味をすれ











て論議を加え, 簡易的手法を示すとともに, 対数正規分布と Gumbel分布の適用範囲上の優劣を論じ,
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前者の優れていることを明らかにしている｡
第4茸は洪水流出に関する問題を論述したもので, 大別して三つの内容からなっている｡ その第 1 は出
水解析法に関するものであって, まず流域内の雨水の流入一流出関係を理論的に考察し, 流出関数として
Pearson系第5塑曲線類似の指数関数を導いている｡ ついでこの関数の第2変曲点以降の流出量曲線を,
実用上流入が 0 になるものとして得られる低減曲線で修正し, また洪水到達時間に関するパラメータ- を
単位時間降雨強度の関数として表わすことにより, 洪水流出現象の非線形性を導入するという, 著者の複
合流出関数法を提案している｡ さらにこの方法を由良川に適用してその有用性を実証している｡
第2は, 資料が十分でない場合の流出量推定法に関するものである｡ まずわが国の大部分の中 小河川で
は水文資料の整備が十分でなく, 治水計画上支障を招いていることを指摘するとともに, 資料の整備状況






























5) 水文資料が十分整備されていない河川の流出量推定法についても二, 三の実用法を示し, わが国
中小河川の確率洪水検討のための有用な指針を与えている｡
6) 共軸相関図を用いて洪水予報を行なう方法を, 大淀川を例として具体的に検討し, その有用性を
明らかにしている｡
7) 以上の研究成果を, 北陸の荒廃河川である姫川を対象例として, 総合的に適用する方法を示し,
確率洪水推定の合理化に寄与している｡
以上要するにこの論文は, 確率洪水推定に関する一連の基本的課題を解明したものであって, 学術上,
実際上寄与するところが少なくない｡
よって本論又は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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